
 
19 2 6  

 
 

会社名    株式会社メディビックグループ 

代表者名   代表取締役社長 橋本 康弘 

（コード番号２３６９：東証マザーズ） 

問合せ先 取締役管理本部長 川井 隆史                   

（Tel: ０３－５５１０－２４０７）    
 
 

₧⌂╒↨Ό ” Glufosfamide” ‚ῷ῾⁴ 
ϳ ” ‚–΅― 

‚ ” ΅ Ό₁” ₀

 
 
 ”‍•᾿ ₧⌂╒↨Ό ₀ ‒―΅⁴᾿ Ό₁  Glufosfamide  
₧⌂↔₠₰↔₇∙ⅎ ‚–΅―᾿ ‚― ₀  ―΅⁴ Threshold 

Pharmaceuticals,Inc. ₰⌐№₮≈∏╒⌂ⅎ  Ό᾿ ‚ ” ΅᾿

Ό₁” ₀ ‗ ‍᾿ ᾿ ᾿ῷ⁭• ₀  ⁴ ϳ

” ₀᾿ ” ⁯  ‴ ‍”‖  ΅‍ ‴ ῀ 
 

Karmanos Ό₁₲└₿╒” John C. Ruckdeschel ‚⁭⁵‟᾿

Ό₁” „ ‚‾ ‚ ῼ᾿ ” Ὸ⁮„ ‚ ⁮⁵

‍  Ὸ ‖Ὼ’΅‗” ‗‖Ῥ⁯  ̓” „ ⁵⁮” ‭” ” ”

‗’⁴‗ ―΅‴ ῀ 
 

‖᾿ ” ΅ Ό₁” ’ ‚„᾿topotecan, 
cyclophosphamide, doxorubicin, vincristine, irinotecan, ifosfamide⁞ cisplatin’
‘” ‴ ‴’ ‖᾿ ” ‚⁭⁴ •​⁵⁮”  ‚⁭⁴ Ό

Ῥ⁯‴ ῀ 
 

᾿ 60  ‍ ‖᾿  ‍ ” ΅

Ό₁” 50 Ό᾿ ” ‴ ‴’ ⁞⌠₮₈ῷ⁭•ₒ₦≤ₐ⅓‖ ⁸⁵⁴

”₡╒↨└≤∂⌂ ” ϳ ‚  ‴ ῀ ―” „ 3  

‗ 5000 ” ₀ 6 ‴‖ ῾‴ ῀ 
 
 ” ‚ῷ῾⁴ ’ ” „ ‖ ῀ ‗ ―„



᾿ ᾿ ᾿ ‴‖” ᾿‴‍᾿ ‴ ‴’

⁞ ” ₀  ―΅‴ ῀‴‍᾿LCSS Ό₁ ‖ Ό₁

‚ῷ῾⁴ Glufosfamide” ₀  ‴ ῀ 
 ” ‖„᾿ ₀  ⁴ ₀ ‚ ⁴‍‼‚᾿ ’ Ό ⁮

⁵⁴Ὸ₀ 2 ‖ ῀ ‴‮ ‚ 21 ” ‚  ᾿ ‚ 3  Ὸ

 ’΅‗Ὼ„ ₀  ‴ ῀‾  3  ‍ ᾿ ‖ 29 ‚

 ‴ ῀ „ Ή̓ ” RECIST ῌ‚ ΅᾿ ‗

​” 6  ‗‚ ₀ ‒―  ‴ ῀ 
 
 

Ό₁‚–΅― 
” ‖„᾿2006 ‖ 174,470 Ό Ό₁‗  ⁵᾿

160,000 Ό ῼ’‒―ῷ⁯‴ ῀ Ό₁„ Ό₁‚ ‮ ’ῼ᾿

15 Ὸ⁮ 20 Ό ₿ₐ↨‖ ῀ ”Ό₁„᾿ ᾿ ‚ ΅ Ὸ⁮

 ‴ Ό  ̓‟ ‟ ” ‴‖‚ ” ” ‚  ―΅‴ ῀ Ό

₁„ ‗” Ό ‚ ΅‗ ⁸⁵―ῷ⁯‴ ῀ 
 
 
’ῷ᾿ 19 12 19 1 1 12 31 ‚ῷ῾⁴  
 ‚–΅―„᾿ ” ” ‚ ⁯ ‹ ₀   ⁴ 
‖ Ό᾿ ‚ῷ΅― ‖„ ‚ ῴ⁴ „ ‗ ῴ―ῷ⁯ 

‴ ῀ 
 
 
 
 
（ご参考） 

 
＜肺がんの分類と小細胞肺がん＞ 

肺がんは、小細胞肺がんと非小細胞肺がん（腺がん、扁平上皮がん、大細胞がん、腺扁平上皮 
がんなど）の２つの型に大きく分類されます。小細胞肺がんは、進行が早く、脳・リンパ節・肝臓・副 
腎・骨などに転移しやすい悪性度の高いがんですが、抗がん剤や放射線治療が効きやすい特徴 
を持っています。 

再発性小細胞肺がんとは、治療が行われたにもかかわらず再発するがんで、胸部、中枢神経系、
あるいは体の他の部分に生じることもあります。 

 
 

＜無増悪生存期間とは＞ 
無増悪生存期間 （progression-free survival） とは増悪か死亡のうち早いほうまでの期間を指し 

ます。 
 

 
＜欧米で実施中の臨床試験＞ 

    現在、欧州並びに米国においてすい臓がん（＝膵がん）を対象とした臨床第Ⅲ相試験および第 
Ⅱ相臨床試験がスレッシュホールド社によって進められています。 



    第Ⅲ相臨床試験は、グルフォスファミドを転移性膵がんに対する第２選択（２nd-line）治療薬とし 
   て評価するもので、2004 年 9 月から開始されました。この試験はＦＤＡ（米国食品医薬品局）による 

Special Protocol Assessment（SPA）に基づいて行われるもので、グルフォスファミドは FDA から、難 
治性膵がんにおける Fast Track（優先審査）指定を受けています。更に 2006 年 9 月には希少疾病 
医薬品（オーファンドラッグ）指定も受けています。 

    一方、第Ⅱ相臨床試験では、切除不能な局所進行性あるいは転移性の膵がんを対象に、グルフ 
ォスファミドとゲムシタビンとの併用による第１選択（１st-line）として評価するもので、2004 年 12月か 
ら開始されています。非臨床動物試験において、グルフォスファミドとゲムシタビンは併用すること 
により、各々の単独投与よりも新たな副作用の発現がなく、より強力な抗腫瘍作用が認められてい 
ます。 

また、プラチナ製剤抵抗性のある卵巣がんの患者を対象とした第Ⅱ相臨床試験が、2007年1月
から開始されております 
                     （ご参照  http://www.thresholdpharm.com/sec/glufosfamide） 
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